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炊飯中の内在性酵素の活性化

加工過程における米粒内の挙動解析が可能

デンプン分解酵素の玄米内分布

食品のおいしさ評価技術の開発
－玄米内でのデンプン分解酵素の分布－

米の「おいしさ」を解析するために、抗体を用いたデンプン分解酵素の分布に基づいた
評価系を構築している。

研究の背景と目的

炊飯過程で米デンプン分解酵素の挙動に品種間差を見出した！

期待される成果

・酵素やタンパク質の分布で米・米加工品
のおいしさを評価する手法の確立と、米を
加工利用する工程の効率化および最適化
・新品種の育種効率化の一助
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見かけのアミラーゼ活性の品種間差

デンプン分解酵素の挙動は品種間で差

米一粒解析系の構築
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